
1．スチレン系熱可塑性エラストマー
　（TPS）の特性

熱町塑性エラストマー（以下，TPE）は，市場に

登場してから30年以上が経過し，今日ではスチレン

系，塩化ビニル系，オレフィン系，ウレタン系，ポ

リエステル系，ナイロン系等多くの材料系が開発さ

れ布場に導入されている。TPEは常温で加硫ゴムと

同じようにゴム的弾性を示しながら，熱可塑性プラ

スチックと雇じ成形機での加工が可能であり，成形

における容易性，異種間の材料の複合成形における

機能化，また材料の再生材の驚用が可能等多くの特

長を有し，現在高い成長を続けている。

　スチレン系エラストマー（以下，TPS〉は・JIS－

A硬度領域に代表される柔軟性に富み，圧縮永久ひ

ずみに代表されるゴム弾性に優れ，酸，アルカリ，

アルコール等の耐薬品性，食品衛生性，医療衛生性

に優れ，さらには最近の軽量化，ハロゲンフリーの

二一ズから，自動車をはじめ医療，家電，建材，文

具等多くの用途で拡大している。TPSは，ユ965年に

Shell　Chemicai社により，SBS，SISで示されるト

リブロックコポリマー型TPEが開発上市され，そ

の後1972年にSBSを水素添加したSEBSが上市
されている。TPSの代表的ポリマーとして，先に挙

げたSBSで示されるポリスチレンーポリブタジエ

ンーポリスチレンブロック共重合体，SISで示される

ポリスチレンーポリイソプレンーポリスチレンブロッ

ク共重合体，各ポリマーの水素添加（以下，水添と

略）により得られるSEBS，SEPS等が挙げられ，

SEBSはポリスチレンーblock一ポリ（エチレンーco一

ブチレン）一block一ポリスチレン，SEPSはポリスチ

レンーblock一ポリ（エチレンーco一プロピレン）一

block一ポリスチレンで示される。

　TPEは構造上ハードセグメントとソフトセグメ

ントをもち，TPSではハードセグメントがポリスチ

レン，ソフトセグメントがポリブタジエンまたはポ

リイソプレン，水添した飽和型のオレフィン共重合

体からなり，基本的にポリスチレンが架橋点として

働き，その他がエラストマーブロックとして機能す

る（図1）。エラストマーブロックの構造の違いは，

ゴム弾性のみならず各種特性に影響し，分子構造に

特長をもたせたポリマーが各社から上市され，現在

も盛んに開発が進められている。

　SBSの代表的用途は，PSの離衝撃向上のための

樹脂改質剤やアスファルト改質剤，SISでは粘着・接

着剤として主に使用されている。SEBS，SEPSは，

飽和型のオレフィン構造になるため耐候性や耐熱性

が飛躍的に向上する。図2にSEPSとSISの比較を
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ぶす。このため自動車分野をはじめ各種分野におい

て，耐熱性，耐候性が必要な用途には，SEBSや
SEPS等の水添品が多く用いられている。

　現実の材料設計では，用途二一ズに合せ，他ポリ

マー，添加剤と組み合せ，コンパウンドとして使用
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